
地域再生計画 

 

１．地域再生計画の名称 

水が育てる文化都市「中津市」 

 

 

２．地域再生計画の作成主体の名称 

中津市 

 

 

３．地域再生計画の区域 

中津市の全域 

 

 

４．地域再生計画の目標 

 平成１７年３月１日に、中津市と下毛郡（本耶馬渓町、耶馬溪町、山国町、

三光村）の１市３町１村が市町村合併し、新しい中津市となり、人口８６，

６３６人の県北の中核都市が誕生した。新中津市は、商業地域（旧中津市）

と農林業振興地域（旧下毛郡）から構成されており、近年は商業地域に人口

の一極集中化の傾向が見られ、市内を流れる河川は商業地域の生活排水によ

り汚染が進行している。かつては多くの魚や蛍が生息していたが、最近では

その数が減少しており、清流とは程遠い状況となっている。又、農林業振興

地域は、過疎化が著しく進行している。 

 過疎化の現状を踏まえて、地域経済の活性化と地域の雇用の拡大を図るた

めに、企業誘致を進めてきた。昭和６０年に大手電機メーカー、平成１６年

に自動車メーカーが操業を始め、市民の安定した生活の確保に寄与している。

また、平成２１年からは、中津市産材利用住宅促進緊急対策事業にて中津市

産木材の利用促進を図り、森林資源の有益な活用を促進している。このこと

は、水源かん養機能（森林と土壌との総合作用による保水－蒸発散、保水－

浸透の作用を通じて、豪雨時の流出のピークを低下させ、長期無降雨時の流

出を高めるとともに、水質を浄化させる機能）を確保することにも繋がり、

水資源を活用できることに期待を寄せている。 

 清らかな水に関し、生活排水処理を推進するために、市の中心部では昭和

５５年から公共下水道事業を、農村地域では平成５年から農業集落排水事業

を、平成７年からは合併浄化槽（個人設置型）事業を実施してきたところで

ある。しかしながら、平成２１年３月３１日現在で、中津市の汚水処理人口

普及率は６０％まで達したものの、依然として相当程度の生活排水が未処理

のまま排水されており、清流や公園などの生活環境の悪化要因や、農業用水

としてなどの水資源の活用を阻害する要因となっている。 



 地域再生のためには汚水処理施設の整備を一層促進し、本交付金事業で、

平成２６年度までに汚水処理人口普及率を３.６％引き上げることを目標と

する。更には、市産木材の利用を積極的に行うことにより、森林資源の水源

かん養機能を高め、市民が安心して暮らせる生活環境を整え、優れた都市環

境を有し、人々が集い、豊かに働き、憩える文化都市の再生を図る。 

（目標１）汚水処理施設の整備の促進 

（汚水処理人口普及率を６０.３％から６３.９％に向上） 

（目標２）中津市産材利用の促進 

（市産材利用の住宅を６０棟建築） 

 

 

５．目標を達成するために行う事業 

 

５－１ 全体の概要 

 現在までに中津市は、公共下水道、農業集落排水施設や浄化槽にて市内

の汚水処理施設の整備を行っている。更に今後の計画では、特定環境保全

公共下水道（山国地区）を集中的に整備することにより山国川上流域の環

境改善を図る。また、浄化槽（個人設置型）を設置整備することにより、

市内全域での河川水質、生活環境の保全を確保する。 

 

５－２ 法第５章の特別の措置を適用して行う事業 

汚水処理施設整備交付金を活用する事業 

対象となる事業は、以下のとおり事業開始に係る手続き等を完了してい

る。なお、整備箇所等については、別添の整備箇所を示した図面による。 

・特定環境保全公共下水道・・・・平成１８年９月に事業認可 

 

   【事業主体】 

    中津市 

   【施設の種類】 

      特定環境保全公共下水道、浄化槽（個人設置型） 

   【事業区域】 

・特定環境保全公共下水道    山国地区 

（ただし、県代行箇所を除く） 

・浄化槽（個人設置型）     中津市全域 

（ただし、下水道認可地区、農業集落排水地区を除く） 

   【事業期間】 

・特定環境保全公共下水道    平成２２年度～２６年度 

・浄化槽（個人設置型）     平成２２年度～２６年度 

   【整備量】 

・特定環境保全公共下水道 



交付金対象事業 Φ１５０ L=８,０３０ｍ 

(単独事業 Φ１５０ L=３,２９０ｍ) 

・浄化槽   ９０６基 

 なお、各施設による新規の汚水処理人口は下記の通り。 

特定環境保全公共下水道事業 山国地区で １，０００人 

浄化槽設置整備事業     中津市全域で２，１００人 

     【事業費】 

   特定環境保全公共下水道 事業費 ８９５，０００千円 

（うち、交付金 ４４７，５００千円） 

             単独事業費 ３４０，０００千円 

   浄化槽（個人設置型）  事業費 ３３０，０００千円 

             （うち、交付金 １１０，０００千円） 

 

   合計         事業費 １，２２５，０００千円 

            （うち、交付金 ５５７，５００千円） 

            単独事業費   ３４０，０００千円 

 

５－３ その他の事業 

地域再生法による特別の措置を活用するほか、「水が育てる文化都市」

を達成するため、以下の事業を行うものとする。 

① 旧中津市内の汚水処理施設の整備を図るため「公共下水道事業」を

活用する。 

② 中津市産木材の利用促進を図るため「中津市産材利用住宅促進緊急

対策事業補助金」を活用する。 

 

 

６．計画期間 

 平成２２年度～平成２６年度 

 

 

７．目標の達成状況に係る評価に関する事項 

計画終了後に、４に示す地域再生計画の数値目標に照らし状況を調査、評

価し、公表を行う。実施中、目標達成が危ぶまれる時は、住民への啓発を行

い汚水処理人口普及率向上のための推進を図っていく。 

 

 

８．地域再生計画の実施に関し当該地方公共団体が必要と認める事項 

特になし 
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